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は じめ に

水道水中のアル ミニウムが問題 になったの

は,人工透析の患者が透析の処置後,急速にア
ルツハイマー病の症状を示したことによる。原

因を調査した結果,透析の溶液中にアリミニウ
ムが含まれていたことが明らかになり, この時

点からアルミニュウムとアルツハイマー病との

関係が研究者等に知られるようになった。近年 ,

黒田洋一郎が “ボケの原因を探る"1)と いう本

の中で,アルツハイマーの原因の一つにアルミ
ニウムをあげて,水道水に含まれるアルミニウ
ム,ま たアルミニウム製の鍋,かんから溶出す
るアルミニウムが疑わしいとしている。また,小

長谷 もアルツハイマー病の脳にはアルミニウム

が蓄積しているとしており,動物実験でもアル

ミニウムでケイレンを起こしたり, ミトコンド

リアが変化したりしてアルミニウムの神経毒性

は確かなようだといっているか。

また一方,アルミニウム協会はブルックリン

医科学教授 H.M.ヴ ィスニスキーがアルミニウ

ムとアルツハイマー病 とは関係ないといってい

ること3)を支持し,アルミニウム製品の安全性
を強調している。ヨーロッパやカナダの 6ケ国

の疫学調査結果
4)か ら,黒田は有意性ありとし

ているがヴィスニスキーは, これまで優位性が

認められるいかなる疫学調査もないと断言して

いる。このように,現在では日月らかにアルミニ

ウムが即アルツハイマー病に結びつく科学的な

立証はなされていないことは事実である。しか

し,疑わしいこともまた事実である。
これらの点から,砂ろ過の実験により水道水
に含まれるアル ミニウムの挙動を調べてみた。

また,実際にある市の浄水場のろ過前後におけ
るアルミニウム濃度,お よび市内の給水栓の濃

度を調べてみた。

実験装置と実験方法

実験装置を図 1に しめす。ろ過筒は内径 5cm
のアクリル製で長さは2.4mで ,砂利層 30 cm,

砂層 70 cmで ともに日本水道協会の基準に合

致したものを用いた。流量は図 1に示すように,

ろ過水の排水管の高さをろ過筒内の水位と同じ
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